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＜連絡事項＞
　なし
　
＜入室状況＞
【入院】
・山舘　祥希様～東病棟Ｄユニット17号室へ任意入院となる
・高宮　俊隆様～東病棟Ｃユニット4号室へ医療保護入院となる

【転入】
・成田　賀枝様～西病棟Ｂユニット22号室から東病棟合併症室へ転入

【転出】
・古積　幸太様～東病棟Ｂユニット2号室から西病棟Ｂユニット29号室へ転出

＜患者様連絡事項＞
・西舘　ミネ様～明日から血糖測定中止の指示受ける。

・北川　ミドリ様～明日からトラゾドン追加処方となる。車椅子ベルト使用可。

・菊池　未悠様～本人より朝ウィダーINゼリーを摂取したいと希望あり、馬渡Ｄｒに確認。
食事摂取ができているのであれば、朝とオヤツ時に摂取可の指示受ける。

・外舘　壽子様～馬渡Ｄｒより西や北病棟への転出可の指示あり。
　　　　　　　　長女様へ悠湯の里の申し込み状況について確認。他利用者との関わりが無い事が不安との訴え聞かれている。他施設の情報も提供できるようＰＳＷに相談することを説明する。

[bookmark: _GoBack]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。他室入室や脱衣行為、不潔行為あり、早めに開放観察終了とする。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・柏崎　勝吾様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。開放観察中、性的発言や逸脱行為はなし。他者とのトラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜柞木田Ｄｒ診察情報＞
・磯嶋 茜様～胸部痛訴えあり、胸部X-Pと心電図検査指示あり。また臨時薬は同内容にて処方継続となり、4/23からの定期薬にデエビゴとアトモキセチン追加となっている。診察時中途覚醒の訴えあり、目が醒めるのが早い時間なら不眠時を、遅い時間なら不穏時を服用させるようにとのこと。

・田村 智美様～臨時薬同内容にて処方継続している。

・伊藤 宏美様～臨時薬のロラザパム減量し他は同内容にて処方継続している。診察時本人様より転院希望あるも夫様は当院での治療継続しており主治医へ情報提供している。

・滝田 英人様～臨時薬同内容にて処方継続している。

・和田 昌様～臨時薬便秘を訴えモビコールとロナセンテープが痒いと訴えあり、ロコイドクリーム追加となり処方している。他は継続処方している。

・川村 房江様～臨時薬同内容にて処方継続している。食事摂取量少ない為点滴4日分処方あり、4/17採血指示あり。

・大坂 縁様～本日外出し歯科受診予定も当院からの紹介状が必要であれば作成するので本日確認してきてほしいと主治医より本人へ説明している。またアルコール依存症治療プログラムの日程変更あり、4/23と4/25の栄養と主治医実施分交換している。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年4月15日　12：08　予定
　氏　　名：山舘 祥希（やまだて　よしき）様
　生年月日：昭和59年3月16日（41歳）
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：小柳Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　初飲18歳頃で以後毎日ビール500ml×5・6本飲酒していた。時期は不明
　であるが、焼酎を飲酒するようになっている。その後、職場の健康診断
　などで飲酒についての指摘を受けていたが、継続した断酒や減酒には至
　らず。周囲からも飲みすぎであることを指摘されることもあった。酩酊
　状態でのトラブルまでは無いが、ブラックアウトは何度かあり。令和6
　年11月に腹部が張る症状から受診。検査などを行い、肝硬変による腹水
　の診断を受け、利尿剤の処方を受けている。飲酒問題についても指摘は
　受けたが飲酒は継続。令和7年1月3日を最後に断酒。断酒後はなかなか
　寝付けず、睡眠時間は短い。発汗や震えなどは特にないく抑うつ感など
　もなし。3年程前より妻と別居しているが、金銭の要求が主であり、苛
　々感がある。断酒を希望されR6.1.7初診。外来通院の継続することと、
　入院治療や外来での集団療法、いっぽの会のリーフレットをお渡しして
　いるが表面的な返答。その後は腹水貯留時は穿刺などを行い、当院の受
　診はしていなかった。調子が良くなると飲酒を開始し、連続飲酒状態と
　なり、R7.3.25当院受診。断酒治療を希望され、アルコール依存症治療
　プログラム実施のため本日東病棟Dユニットへ任意入院となる。

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和7年4月15日　13：22　予定
　氏　　名：高宮　俊隆（たかみや　としたか）様
　生年月日：昭和13年9月26日（86歳）
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：小柳Dr（サポート：柞木田Dr）
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　R元年7.30に函館渡辺病院に通院開始していた。R4.11.23 子供を頼りに
　北海道から青森県三沢市に転居に伴い、おおぞらクリニックへ転医。以後
　定期通院していた。転院前には、幻視や不眠症状の訴えがあったようだが、
　通院後は同症状なく経過。日中はデイサービスを利用し過ごしていた。時
　折周辺症状（粗暴行為・易怒性・嫉妬妄想など）により家庭内で息子とト
　ラブル傾向となることが断続的にみられていたが家族対応で経過。また腎
　不全より頻尿傾向あり、診察の度に同訴えが本人より聞かれていた。R6.11
　月頃より易怒性が亢進。年末年始には希死的な発言が聞かれ内服薬の調整を
　行っていた。R7.3.19に尿路感染症で三沢市立三沢病院へ入院。退院後に身
　体的負荷を考慮し減薬するが、その後嫉妬妄想が増悪。妻に対しての暴言が
　頻回となり、3月末には警察介入（息子が警察通報）を受けることがあり、
　妻自身も心労が溜まり三沢市立三沢病院に一時入院することがあった。R7.
　4.2おおぞらクリニック定期受診時家庭内での介護が困難とのことで入院
　希望があり、本日診察結果東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
